
満
みつおか

岡次
つぎお

郎
ＩＨＩ会長

２
０
１
５
年
、
国
連
で
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
採
択
さ

れ
「
誰
一
人
と
り
残
さ
な
い
、
持
続

的
な
開
発
」
に
向
け
た
意
識
変
化
が
促
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
長
期
化
、

大
規
模
な
自
然
災
害
の
世
界
的
な
頻
発
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
へ
の
急
激
な
加
速
な
ど
、

激
し
い
変
化
が
常
態
化
し
た
世
界
の
中
、
企
業
経

営
者
は
長
期
の
目
線
で
諸
課
題
に
真
摯
に
向
き
合

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

と
り
わ
け
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
の
議

論
に
お
い
て
も
各
国
の
思
惑
は
様
々
で
、
国
際
協

調
か
ら
自
国
優
先
主
義
へ
の
逆
潮
流
も
感
じ
取
ら

れ
、
ま
さ
に
社
会
の
価
値
観
、
人
々
の
価
値
観
が

問
わ
れ
て
い
る
。
岸
田
文
雄
首
相
は
、
Ｓ
＋
３
Ｅ

を
基
本
と
し
、
発
展
が
期
待
さ
れ
る
ア
ジ
ア
の

国
々
と
も
力
を
合
わ
せ
て
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
実

現
し
て
い
く
と
宣
言
さ
れ
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
面

で
は
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
が
造
成
さ

れ
た
が
、
求
め
ら
れ
る
目
標
は
極
め
て
高
く
、
そ

の
達
成
に
向
け
て
は
様
々
な
革
新
的
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
や
複
雑
な
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
全
体
最
適

化
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
必
要
と
な
る
。

　

重
要
な
課
題
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
世
界
の
人
々
の
豊
か
さ
を
切
り
開

く
た
め
に
は
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
、
大

胆
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
さ
ら
に
、

様
々
な
思
惑
、
価
値
観
を
持
つ
世
界
を
相
手
に
、

国
際
社
会
を
通
じ
て
力
強
く
発
信
し
、
理
解
・
共

感
の
輪
を
広
げ
る
継
続
的
な
努
力
が
大
前
提
で
あ

る
。
政
官
学
民
が
強
く
連
携
し
、
総
力
を
挙
げ
て

挑
戦
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

大
胆
な
挑
戦
に
は
リ
ス
ク
へ
の
備
え
と
覚
悟
も

必
須
と
な
る
。
現
実
に
は
試
行
錯
誤
の
中
で
一
歩

ず
つ
進
め
ら
れ
る
が
、
成
功
も
あ
れ
ば
失
敗
も
あ

る
。
日
本
人
は
失
敗
を
嫌
う
が
、
価
値
あ
る
失
敗

こ
そ
が
大
胆
な
挑
戦
へ
の
成
功
の
鍵
を
握
る
。フ
ェ

イ
ル
フ
ァ
ス
ト
が
我
々
を
大
き
な
成
功
へ
と
導
く
。

　

岸
田
内
閣
が
掲
げ
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」「
成

長
と
分
配
」
の
好
循
環
の
実
現
、
30
年
に
及
ぶ
景

気
停
滞
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、「
ま
ず
は
成
長
」

に
資
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
と
そ
の
実
装
化

を
加
速
さ
せ
る
べ
く
、
会
員
企
業
各
位
の
ご
指
導

と
ご
支
援
の
も
と
経
団
連
の
活
動
に
貢
献
し
て
ま

い
り
た
い
。
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